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伊藤眞教授退職記念
伊藤眞教授の人 と業績 小 田 亮(1)
ビ トゥンの 日本人墓地か ら
一 沖縄、南洋、ミナハサ ー 伊 藤 眞(17)
グシイの離婚訴訟
一1997年ならびに1998年の事例を中心に一 石 田 慎一郎(37)
西北 回教聯合会の活動 と回民社会 の権力構造
一 『回教月刊(西 北鐘声)』を手掛か りとして 一 澤 井 充 生(59)
「血湖 」研 究に関する覚書 楊 徳 容 ・川 瀬 由 高(訳)(101)
異国で信仰が問 われ る とき
一再帰的近代化、あるいはイスラームのオブジェクト化に纏わる一試論一… 荒 木 亮(123)
首 都 大 学 東 京 人 文 科 学 研 究 科
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2007年7月1日制定
2013年4月10日改 定
2015年4月21日改 定
首都大学東京 『人文学報(社 会人類学分野)』投稿規定
(1)本誌には、論文のほか、年度ごとの卒論 ・修論 ・博論一覧表を載せるものとする。また本誌編集会
議の合議により、上記以外の特集や記録なども載せることができる。
(2)本誌には、社会人類学研究室教員等(専任教員、非常勤講師、客員教授、客員研究員等)が、論文
を日本語または英語で執筆することができる。
(3)本誌には、首都大学東京大学院社会人類学分野在籍者(博士前期課程 ・博士後期課程)、および本
研究室に籍を置く日本学術振興会特別研究員(SPD、RPD、PD)が、論文を日本語または英語で
投稿することができる。
(3)-1上記有資格者が投稿しようとする論文は、指導教員および社会人類学研究室教員の最低2名
による査読 ・評価を経て推薦を得ねばならない。
(3)-2上記在籍者の投稿論文の採否は、社会人類学研究室専任教員が構成する本誌編集会議の議を
経て決定する。
(4)投稿論文は未刊行のものに限る。
(5)本誌投稿規定および執筆要領の改廃は社会人類学教室会議の合議により行う。
***********************************
2007年7月1日制 定
2013年4月10日改定
2013年11月21日改 定
首都大学東京 『人文学報(社 会人類学分野)』執筆要領
(1)投稿 論文 は、400字詰 め原 稿用 紙 に換算 して50枚(2万 字)を 、英 文 の場 合 は8,000ワー ドを限 度
とす る。写真 ・図 表 も字数 に含め る もの とす る。
(2)書式 は 日本文 化人類 学 会機関 誌 『文 化 人類学』 の規 定 に準 ず る もの とす る。
(3)原稿 の募 集 は原則 として毎年4月 ・5月とす る。原稿 提 出期 限は原則 と して毎 年10月 末 日とす るが、
原稿 募集 の際 、年度 ごとに通 知す る。
(4)投稿 者 は、電子 ファイ ル(MSWord)で作成 した原稿 を メール に添 付 し、所 定の提 出期 限 までに提
出 す るこ と。 なお、 査読 後の最 終原稿 に関 しては、電 子 フ ァイルお よび紙媒 体 を提 出す るこ と。
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2015年度社会人類学研究室 卒業論文 ・修士論文 ・博士論文一覧
卒業論文(首 都大学東京人文 ・社会系社会学コース社会人類学分野)
氏名 論文タイ トル 指導教員
国広伽奈子 妹萌えのカー オタク文化において消費されるイメージー 石田
近藤 里香 ケアされる高齢者をめぐる個別的な他者化と一般的他者一 メディアの表象を手掛かりに一 石田
篠原 綾子 「声を見る、手話を聞く」とはどういうことか一 聴者とろう者の音を巡る全身的経験から考える一 石田
高梨 諒 災害と記憶の継承一 震災遺構の保存を巡る議論の合意形成へ向けて一 石田
野元綾希子 演劇の魔法の正体を探る一 理論と現場からみえる演劇の力とその影響一 石田
西山 祥子 高齢者による集合的 「自己治療」一 健康をめざした物語の共有からみえるもの一一 石田
保坂 冴里
ふるさと納税与が贈与になるための気づき
一 広島県神石高原町と島根県浜田市の事例から一 石田
三浦 玄也 景観の変遷と地域住民一 新潟県越後妻有地域を事例に一 石田
岡本 薫 異類愛における女性の主体的異化一 トワイライトの分析から一 綾部
小澤 英賢 精神論と合理化論の相克一 日本の高校野球における指導者像の変容一 綾部
陳 静賢 現実と記憶の狭間に生きる一 新世代香港アイデンティティについて一 綾部
馬場あきほ 住居空間から見た現代日本社会一 キッチンに集約される 「場」と母親の役割一 綾部
毛利 愛菜 日本人の境界と在留外国人貧困問題 綾部
山浦 唯 「観光文化」と 「旅ん者」の可能性一 コーディネーターによる文脈接近一 綾部
山本はるな 現代日本における 「おばさん」の意義一 「お節介」に対する期待感の高まり一 綾部
興津 信代 現代日本における若い女性の化粧行動と美意識一 社会的 ・経済的制限のなかで一 伊藤
宮下 純弥 食のまちづくりの可能性一 「食」による内発的発展に向けて一 伊藤
小野 萌木 富士山麓住民の 「富士山観」,一 世界遺産登録後における文化資源としての消費一 何
楢崎 万葉 「しずけさ」という観光資源は地域を活性化させるのか一 秩父多摩甲斐国立公園の中津峡におけるサウンドツーリズムの可能性一 田沼
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修士論文(首都大学東京大学院人文科学研究科社会行動学専攻社会人類学分野)
氏名 論文タイトル 主査
浅井 彩
「あるべき理想の生」を生きる
一 日本のイスコン信者の多層性と
周辺的信者に関する人類学的研究一
綾部
斎藤 俊介
ラーンナー主義
一 北部タイ平地社会におけるエスニシティの
再領土化をめぐって一
綾部
郭 若泳 食のジェンダー化に影響する食の思想の変動とその要因に関する一考察一 和菓子を事例に一 何
博士論文(首都大学東京大学院人文科学研究科社会行動学専攻社会人類学分野)
氏名 論文タイ トル 主査
池田 昭光 流れと顔一 レバノンにおける民族誌的研究一 伊藤
小林 宏至 客家社会における土楼建築と親族組織をめぐる社会人類学的研究 何
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2015年度社会人類学分野教員業績一覧
(2015年4月～2016年3月)
伊藤 眞(教授)
単 編 著
論 文
口頭発表
2015「帰国移民 」、『現代家族ペディア』、比較家族史学会編、弘文堂。p.177。
2015「退職者の海外移住 」、『現代家族ペデ ィア』、比較家族史学会編、弘文堂。
pp.178-179。
2016「ビ トゥンの 日本人墓地か ら 沖縄、南洋、 ミナハサ」『人文学報』
512-2号:17-35。
2016(印刷中)伊 藤眞監訳 『滅びゆ く世界の言語小百科』柊風社。
2016(印刷 中)「 タワウー移民社会 におけるゆるやかな統合」、『アジア文化研
究所研究年報』第50号。
2015「 タ ワ ウ 移 民 社 会 に お け る ゆ る や か な 統 合 」、 『東 南 ア ジ ア 島 喚 部
に お け る 国 境 社 会 の ダ イ ナ ミ ク ス 台 湾 海 域 と の 比 較 を 視 野 に お い
て 』、 台 湾 中 央 研 究 院 台 湾 史 研 究 所 ・東 洋 大 学 ア ジ ア 文 化 研 究 所 共 催 、
2015年9月 、 台 北 、 台 湾 。
2015"PracticingSociologyofEducationthroughFieldwork:howdidIapproach
IndonesiandomesticworkersinHongKongandwhatdidIlearnfromthem?,
TheFirstInternationalConferenceofSociologyEducation,October,Indonesia
UniversityofEducation,Bandung,Indonesia.
2015"NewDevelopmentorTransformationoftheBugisAssociationinSabah,
Malaysia'1theFirstConsortiumforSoutheastAsianStudiesinAsia,Kyoto,
Japan.
小田 亮(教授)
単 編 著
論 文 2016「伊藤眞先生の人 と業績」『人文学報』第512-2号:1-16。
何 彬(教授)
単 編 著 2016『2015年度 基礎ゼミレポー ト集 和食を文化 の角度から考える』。
2016『2015年度 民俗学演習報告書 和食の比較研究』。
論 文 2016「日本民俗地図的歴史与発展」『上海社科院裸題研究槍文集』
2016「学術研究の技術的探索 文化伝承図与データの表記について」
口頭発表 2015「葬俗:比較及研究的視野(喪葬の民俗:比較と研究の視野葬俗)」中国
磧葬協会(公墓)会員年会(9月四川省成都市)。
2015「文化表象的記録与標示一 民俗地図的拡展応用」(文化表象の記録 と
標示一民俗地図の活用一)中国社会科学院民族学人類学研究所(10月
17日)。
2015「従民俗地図解読節日」(民俗地図から祝日を解読する)上海華東師範大
学民俗学研究所(7月22日)
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綾部 真雄(教授)
単編著
論文 2015(inprinting)CatastropheandFo㎜ationofDeepEthnicity:GlobalActorsin
InterstltialPassageamongtheLisuinThailand,inGloゐα1∫zα'ガo陥ル血4θ用 ∫リノ
αη4乙ケわαηC肋 ηgθ,USSH-WesternSydneyUniversityeds.,Sydney:Western
SydneyUniversit弘
2015MappingtheLisuness:KinshipastheEver-ChangingDynamicsamongthe
LisuinThailand,「第一回国際漂便学学術研究学会及び傑傑族服飾文化
展」提出原稿
2016(印刷 中)「NGOの 社会的布置一 タイ先住民NGOの場合」『グローバ ル
支援の人類学』、信田敏宏ほか編、昭和堂。
口頭発表 2015WanderingCommonalities:OnSecularizationofLisunessinThailand,IUAES
Inter-Congress2015atThammasatUniversity,Bangkok,Thailand,Julyl6,
2015.
2015「書評 難民の人類学一 タイ ・ビルマ国境のカレンニー難民の移動 と
定住」第17回日本 タイ学会研究大会、於:学 芸大学、7月12日。
2015「総論 多元的 タイ観の構築に向けて」(分科会:タ イのかたち一 多元
的タイ観の構築に向けて 代表者:綾部真雄)第17回日本タイ学会研
究大会、於:学芸大学、7月12日。
2015MappingtheLisuness:KinshipastheEver-ChangingDynamicsamongthe
LisuinThailand(描述"漂 便性":泰国傑便族的素属美系一作カー全不断
変化的劫恣)、第一回国際傑便学学術研究学会及び傑慷族服飾文化展(於
雲南省維西傑{粟族 自治区)、10月17日。
その他 2015「ThaiStudiesbyTMUScholars」、 タ イ 王 国 シ リ ン トー ン王 女 名 誉 博 士 号
授与記念式典におけるプ レゼ ンテーション、於:首 都大学東京、4月24
日
田沼 幸子(准教授)
論文 2015「 〈 人 類 学 的 〉 映 像 の 生 成 一 『CubaSentimenta1』の 事 例 を 通 じて 」
『文 化 人 類 学 』80巻1号 、pp.20-37。
口頭発表 2015「反=反 希望 としての人類学一 混沌 を 「一本」にまとめる力」第843回
首都大学東京社会人類学研究会、於:首都大学東京、5月15日。
2015「マンチェス ターの理想、バルセロナの現実一 学 んだことと実際」国
立民族学博物館共 同研究 「映像民族誌 のナラテ ィブの革新」(代表:川
瀬慈)、於:国立民族学博物館、11月21日。
その他 2015エ ッ セ イ 「ゼ ミの と きだ け 、息 が 吸 え る 気 が す る ん で す 」『人 類 学 を 語 る 』
首 都 大 学 東 京 社 会 人 類 学 研 究 室 ホ ー ム ペ ー ジ
(http://www.anthropology-tmujp/research/anthropolog》へhtml)
2015映 像 作 品"ChorltonOpenGardens"(9:55min)co-directedwithGiulia
Forgione,ManchesterUniversityGranadaCentrefbrVisualAnthropology,
ShortCourseEthnographicDocumentary(6/22-7/3)の修 了 作 品 。
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石田 慎一郎(准教授)
単編著 2015窃 θ1初読gθηo〃3㎞ow1θ4gθ(ゾ疏θ.4吻θア〃qズκθη}・αUniversityofNairobi
Press,p.270,inpress(巧'ugunaGichere,StephenMugambiMwithimbuand
Shin-ichiroIshidaeds.)、
2015『法文化論の展開一 法主体のダイナミクス(千葉正士先生追悼)』信
山社。※角田猛之 ・ヴェルナー ・メンスキー ・森正美 と共編
論文 2015「序論」「法文化論の展開一 法主体のダイナミクス(千葉正士先生追
悼)』、角 田猛 之 ・ヴ ェ ル ナ ー ・メ ンス キ ー ・森 正 美 ・石 田慎 一 郎 編 、信 山 社 、
pp.3-18。※ 角 田 猛 之 と共 著
2015「千葉理論か らChibaTheoriesへ一 多元的法体制論 を語 りなおす」『法
文化論の展開一 法主体のダイナミクス(千葉正士先生追悼)』、角田
猛 之 ・ヴ ェ ル ナ ー ・メ ン ス キ ー ・森 正 美 ・石 田慎 一 郎 編 、 信 山社 、pp.
97-115。 鷺
2016「グシイの離i婚訴訟一1997年 ならびに1998年の事例 を中心 に」『人文
学 報 』第512-2号:35-56。
2016「ケニア中央高地イゲンベ地方の紛争処理における平等主義と非人格
性」『紛争をおさめる文化一 不完全性 とブリコラージュの実践』松田
素二 ・平野美佐編、京都大学学術出版会。
2016「千葉法学における法主体 ・固有法 ・法文化の概念」『アジア法研究』第9号。
口頭発表 2015「千葉法学の本流と支流一 追悼出版プロジェクトにあわせての再論」
アジア法学会、於:国 際基督教大学、6月21日。
2015"KhatProductionintheIgembeDistrictofKenya:HowtheUKBanonKhat
AffbctsaLocalIndustry",Thell4thAmericanAnthropologicalAssociation
AnnualMeeting,ColoradoConventionCenter,19NovembeL
その他 (翻訳)
2015ヴ ェルナー ・メ ンスキー著 「は しが き」『法文化論の展 開一 法主体の
ダイナ ミクス(千葉正士先生追悼)』、角田猛之・ヴェルナー・メンスキー・
森 正 美 ・石 田 慎 一 郎 編 、信 山社 、pp.xi-xvi。
(翻訳)
2015ク レヴァー ・マパウレ著 「アフ リカの千葉正士一 アフリカ法の文脈
における千葉法学の重要性」『法文化論の展開一 法主体のダイナミク
ス(千葉正士先生追悼)』、角 田猛之 ・ヴェルナー ・メ ンスキー ・森正美 ・
石 田慎 一 郎 編 、信 山 社 、pp.235-265。
(文献紹介)
2015千葉正士 『現代 ・法人類学』『法文化論の展開一 法主体のダイナミク
ス(千葉正士先生追悼)』、角田猛之 ・ヴェルナー ・メンスキー ・森正美 ・
石 田 慎 一 郎 編 、信 山 社 、pp.305-306。
(文献紹介)
2015Mas勾iChiba,オ5加加読gθη侃5L⑳ ッ'掬Zη'θrαo"oηw肋Rθcθ'vθ4五醐 「法 文
化論の展開一 法主体のダイナミクス(千葉正士先生追悼)』、角田猛之・
ヴ ェ ル ナ ー ・メ ン ス キ ー ・森 正 美 ・石 田 慎 一 郎 編 、信 山 社 、pp.319-320一
265。
(文献紹介)
2015千葉正士 「法文化への夢」『法文化論の展開一 法主体のダイナミクス
(千葉正士先生追悼)』、角 田猛之 ・ヴェルナー ・メンスキー ・森正美 ・
石 田 慎 一 郎 編 、信 山 社 、pp.339-340。
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澤井 充生(助教)
単編著
論文
口頭発表
その他
2015『「周縁」を生 きる少数民族 現代 中国の国民統合 をめ ぐるポ リティ
クス』勉誠出版。 ※奈良雅史と共編
2016『日本の回教工作 とムス リム ・コミュニティの歴史人類学的研究』
澤井充生編著、首都大学東京。
※平成27年度科学研究費補助金 ・基盤研究C・研究課題 「日本の回教工
作 とムスリム ・コ ミュニティに関する歴史人類学的研究」(課題番号
25370945、研究代表者:澤井充生、首都大学東京)成果報告書
2015「「右派分子」か らシャヒー ド(殉教者)へ 反右派闘争 ・文化
2015「第51章 帰化城 と 「回民区」
大革命に翻弄 された宗教指導者」『「周縁」を生 きる少数民族の一 現代
中国の国民統合をめ ぐるポリティクス』、澤井充生 ・奈良雅史編、勉誠
出版、pp.217-246。
内モンゴル ・フフホ トのムスリム集
2016「西北回教聯合会の活動と回民社会の権力構造
住地区」『内モンゴルを知るための60章』、ボルジギ ン ・ブレンサイン ・
赤坂 匿明編、明石書店、pp.333-337。
『回教月刊(西 北鐘
声)を 手 掛 か り と し て 』」 『人 文 学 報 』 第512-2号:59-99。
2016(inprinting)"lsTurkishMuslim`Uthmana`Da`i'or`IntelligenceAgent'?
:`Collaboration'betWeenJapaneseArmyandMuslimMinoritiesinChina."
GECル115㎜Gω 〉こfMUZERUs∬「Aルfl171SLUIMA?>LARIVEルL4TBUAT
HAREKETLERI,MerthanDundar(ed.),TUrkTarihKurumu.
2016(inprinting)"Chinese-styleofDemocracyinMosque?:MosqueAdministration
and`IslamicRevival'inthePRC,"ReconnectingChinawiththeMuslim
Morld,MaHaiyun(Ed.),出版 社 未 定.
2016(inprinting)"ForgottenSufiSaint:LocalPoliticsandLeadershipof`Gongbei'
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2015年度社会人類学分野学事日程
(2015年4月～2016年3月)
4月
4月3日(金) 新2年生ガイダンス
卒業論文ガイダンス
大学院新入生ガイダンス
研究生ガイダンス
4月5日(日) 入学式
5月
5月30日(土) 日本文化人類学会第49回研究大会 OB・OG全体集会
5月31日(日) 日本文化人類学会第49回研究大会
6月
7月
7月28日(火) 卒業論文中間発表会
9月
9月28日(月) 大学院入試(博士前期課程)
9月29日(火) 大学院入試(博士前期課程)
10月
10月9日(金) 1年生対象分野別ガイダンス
11月
11月12日(木)1年生対象分野別ガイダンス
12月
12月13日(日)東京都立大学 ・首都大学東京60周年記念行事
1月
1月28日(木) 卒業論文発表会
2月
2月17日(水) 大学院入試(博士前期課程 ・博士後期課程)
2月18日(木) 大学院入試(博士前期課程 ・噂士後期課程)
3月
3月17日(木) 伊藤眞先生退官記念行事
3月24日(木) 卒業式・修了式
平成28年3月11日 印刷
平成28年3月15日 発行
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